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図 1　過去 20年の日本人のレジャー活動の推移 
表 1　過去 20年の日本人のレジャー活動の平均順位
















図 1 は，2012 年の日本人の参加度ベスト 10 に位
置するレジャー活動の過去 20 年間の推移である。
こうしてみてくると，2012 年のベスト 10 であ
るレジャー活動は，この 20 年間，必ずベスト 20
















私にとって、自由時間は面倒で厄介なものである。 1 2 3 4 5
自由時間があると、退屈してしまう。 1 2 3 4 5
自由時間のときには、何をしても無駄なような気がする。 1 2 3 4 5
自由時間の際、いつもやりたいことをやっているわけではないが、
かといって、ほかにどうしたらいいかわからない。 1 2 3 4 5
自由時間に何かしたいのだが、何をしたらいいのかわからない。 1 2 3 4 5
自由時間の大部分を寝ることで過ごしてしまう。 1 2 3 4 5
余暇活動をそれほど楽しいとは思わない。 1 2 3 4 5
私は、余暇活動を楽しむ術（すべ）をあまり身につけていない。 1 2 3 4 5




































ある（Iso-Ahola & Wissinger 1990, Weissinger, 







































LBS1 LBS3 LBS5 LBS6 LBS10 LBS11 LBS14 LBS15 余暇退屈度 _ 総合
度数　有効 131 131 130 131 131 131 131 132 128
　　　欠損値 6 6 7 6 6 6 6 5 9
平均値 1.53 1.63 1.51 1.66 1.46 1.47 1.46 1.70 12.36
中央値 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.50 11.50
最頻値 1 1 1 1 1 1 1 1 8
標準偏差 .727 .797 .729 .792 .671 .747 .693 .808 4.135
歪度 1.127 1.242 1.682 1.075 1.474 1.804 1.769 .767 .765
歪度の標準誤差 .212 .212 .212 .212 .212 .212 .212 .211 .214
尖度 .279 1.106 3.830 .602 2.103 3.773 4.425 −.501 −.090
尖度の標準誤差 .420 .420 .422 .420 .420 .420 .420 .419 .425
最小値 1 1 1 1 1 1 1 1 8
最大値 4 4 5 4 4 5 5 4 24
とおりである」と回答する（「レジャーは完全に
退屈である」ということを意味する）と，トータ
ルスコアは 40 点となる（8 項目× 5 点満点）。ま
た，8 項目全てに「あまりそうは思わない」と回


































表 5 のような結果を得た。全分散は 2 因子で
61.39% の説明力があるが，因子の内容に関して
は，回転後の行列と因子成分のプロットから考え
てみたい（表 6・図 5）。これによれば，成分 1 の
軸に固まっているのが，LBS1・LBS3・LBS5・























合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 %






























1 3.958 49.479 49.479 3.958 49.479 49.479 3.712















因子抽出法 : 主成分分析　　 
　　回転法 : Kaiser の正規化を伴うオブリミン法
図 5　余暇退屈度の成分プロット（サンプル全体）
図 6　余暇退屈度の成分プロット（恵庭）
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図 7　余暇退屈度の成分プロット（流山） 図 8　余暇退屈度の成分プロット（小布施）
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